
Copyright © 2011 VINAS Co.,Ltd  
1 

HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

FieldView では、FVX によるバッチ処理を行うことができますが、 

ここでは、CFD 解析の計算ループ中に 画像出力する事例をご案内いたします。 

* 事例には OpenFOAM を利用しております。 
 

 

Pointwise を利用した メッシュデータサンプルです。 

以下のディレクトリ内には、すでに polyMesh データは含まれています。 

 

 

OpenFOAM の計算事例ディレクトリ（ケースディレクトリ）です。 

 

 

HT032_sample.pw 

HT032/ 

constant/ 

orig0/ 

メッシュなどのディレクトリ（今回は関係なし） 

初期条件を入れたディレクトリ（今回は関係なし） 

origMesh/ 作業したメッシュデータを格納するディレクトリ（今回は関係なし） 

system/ 計算メソッド、計算条件類 ディレクトリ（今回は関係なし） 

orgCreateImage.fvx サンプル FVX 

transient_fv.sh サンプル FVX を一定時刻置きに実行するシェルスクリプト 
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HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

《使い方》 ケースディレクトリ内に移動し、以下のコマンドを順次入力します 

make clean       [enter]      … 前に流した計算データをクリアする 

make init          [enter]      … origMesh 内のメッシュデータを constant/polyMesh へコピー 

make fgrun        [enter]     … Makefile 内で指定された ソルバを実行 

                               * 本 サンプルでは buoyantBoussinesqPimpleFoam を利用（シングルコア） 

 

計算が流れてることを確認したら、 

別のコンソールウインドウで、同じディレクトリへ移動し、 

 

./transient.sh    [enter] 

 

あるいは 

 

source ./transient_fv.sh  [enter] 
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HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

CFD 側の計算ループ 

FieldView 側の 

シェルスクリプトループ 

結果出力 結果出力 結果出力 結果出力 結果出力 結果出力 

画像出力 画像出力 画像出力 画像出力 画像出力 画像出力 

今回のサンプルシェルスクリプトは CFD のジョブとは別個に稼働します。 

上記のように、タイミングよく シェルスクリプトが稼働するように パラメータを設定する必要があります。 
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HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

ソルバ側のデータ出力タイミングに関わる箇所       system/ControlDict   ファイル内 

結果出力の 

イタレーションインターバル 

 

 

Courrant 数を自動調整する機能を on 

時間刻みが変動型となります 
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HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

シェルスクリプト側の画像出力タイミングに関わる箇所      transient_fv.sh   ファイル内 

FieldView 実行ファイルパス 

キックする FVX ファイル 

一時停止する 秒数 

最後の時刻だけ FV-UNS コンバート 
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HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

処理風景 CFD 側の loop 
FVX 側の loop 
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HT032: CFD 計算 loop 中に FVX 処理を行う 

解析事例：エアコンを模擬した 空調計算事例を使っています。 
サンプルで 

実際に出力し簡易画像 


